
第4期第1四半期（平成20年4月1日～平成20年6月30日）
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  平成20年度第1四半期の業績について

決算のポイント

〈損益の状況〉

〈貸出金・預金の状況〉

〈不良債権残高・比率の状況〉

貸出金は、海外貸出の増加を主因に、

平成20年3月末比1.0兆円増加し、89.5 

兆円となりました。

預金は、個人預金が引き続き増加した

一方、法人預金が減少したため、平成

20年3月末比0.6兆円減少の120.6兆円

となりました。

不良債権比率は、平成20年3月末比ほ

ぼ横ばいの1.16%となりました。不良

債権残高は、景気減速・企業業績悪化

に伴うお取引先企業の格付低下などに

より、平成20年3月末比450億円増加

の1.10兆円となりました※。
※三菱東京UFJ銀行と三菱UFJ信託銀行の単体合算

連結粗利益は、前年同四半期比647億円減少の8,012億円となりました。海外貸出が

引き続き順調に伸びたこともあり、資金利益が堅調だった一方、証券収益や投信・

デリバティブなどの販売収益が低水準であったことがその主な要因です。

営業費は、システム統合関連の経費発生を主因に、前年同四半期比126億円増加し、

5,365億円となりました。その結果、連結業務純益は前年同四半期比774億円減少

の2,647億円となりました。

与信関係費用は、内外の景気減速・企業業績の悪化を反映した格付けの見直しなど

により、前年同四半期比577億円増加の1,417億円となりました。

以上の結果、連結四半期純利益は、前年同四半期比1,000億円減少の511億円とな

りました。

● 第1四半期純利益は、連結粗利益の減少や与信関係費用の増加などを主因に、

前年同四半期比1,000億円減少の511億円

● 海外貸出が引き続き順調に伸びた結果、貸出金は平成20年3月末比約1兆円増加。

預金残高は若干減少するも、個人預金は増加

● 不良債権比率は、平成20年3月末比ほぼ横ばいの1.16%。連結自己資本比率は

10.73%と、引き続き健全な財務基盤を維持

（注） 計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。
　　 従って、説明文中の増減数値とグラフ・表中に表示された計数を加減した場合の差異が一致しないことがあります。

〈保有有価証券の状況〉

金利上昇の影響などから、債券の含み

損益は平成20年3月末比悪化しました

が、株式の含み益が増加したことから、

有価証券の含み益合計（その他有価証

券評価差額）は、平成20年3月末比0.16

兆円増加し、1.16兆円となりました。
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証券化商品等への投資状況

Q. 米国低所得者向け不動産貸出（サブプライムローン）関連商品をはじめとする証
券化商品等への投資状況や損益への影響額について教えてください。

A.  平成20年6月末の証券化商品等への投資残高は、平成20年3月末比910億円増
加の3.41兆円となりました。増加は主に円安によるもので、原通貨ベースの残
高は減少しています。評価損は、合計で3,280億円と、平成20年3月末とほぼ
同水準となりました。
平成20年度第1四半期の損益に対する影響額は、住宅ローン証券化商品の売却
損を中心に、約160億円の損失となりました。
なお、証券化商品等の投資残高の80％はトリプルA格が占めるなど、引き続き
質の高いポートフォリオを維持しています。

Q. 米連邦抵当金庫（ファニーメイ）や米連邦住宅貸付抵当公社（フレディマック）等
の米国機関が発行する債券や株式の保有状況を教えてください。

A.  当社では、米連邦抵当金庫（ファニーメイ）や米連邦住宅貸付抵当公社（フレディマッ
ク）、米政府抵当金庫（ジニーメイ）が組成・保証する住宅ローン証券化商品（一般に
「モーゲージ債」といわれています）を外貨資金運用の一環として保有しています。
これらモーゲージ債の平成20年6月末時点の保有残高は合計で3.1兆円、評価損は
510億円となっています。そのほか、上記3機関および米連邦住宅貸付銀行（フェ
デラルホームローンバンク）が自ら発行する債券も2,400億円保有しています。
これら機関は設立の経緯等から政府支援機関（GSE：Government Sponsored 
Enterprises）と呼ばれていますが、米政府からの強い支援の姿勢も明確にされてお
り、これら証券の安全性は高いものと考えています。

〈連結自己資本比率の状況〉

連結自己資本比率は、優先出資証券

の償還、負債性資本調達の減少など

による自己資本の減少と、海外貸出

等の増加などによるリスクアセット

の増加により、平成20年3月末比0.46

ポイント低下し10.73%となりました。

Tier 1比率は0.26ポイント低下し7.33%

となりました。
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モ
バ
イ
ル
専
業
銀
行「
じ
ぶ
ん
銀
行
」誕
生

電
子
記
録
債
権
事
業
へ
の
参
入

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
と
K
D
D
I
株
式
会
社
が
共
同
で

設
立
し
た
モ
バ
イ
ル
専
業
銀
行
「
じ
ぶ
ん
銀
行
」
が
平
成
二
十

年
七
月
に
お
客
さ
ま
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
じ
ぶ
ん
銀
行
」で
は
、
今
や
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
携
帯
電
話
を
お
客
さ
ま
と
の
接
点
（
チ
ャ
ネ
ル
）
と
し

て
、
そ
の
特
長
を
最
大
限
に
活
用
し
た
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
金

融
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 
例
え
ば
、
お
手
持
ち
の

携
帯
電
話
の
画
面
で
、

二
十
四
時
間
三
百
六
十

五
日
、
入
出
金
明
細
の

確
認
が
可
能
な
ほ
か
、

残
高
推
移
を
グ
ラ
フ
で

表
示
す
る
機
能
※

、
ア
ド

レ
ス
帳
か
ら
相
手
先
を

選
択
し
て
振
込
を
行
う

機
能
※

な
ど
を
搭
載
し

て
い
ま
す
。

※
a
u
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
向
け

サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

ま
た
、お
使
い
の

機
種
に
よ
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
は
、
他
の
金
融
グ
ル
ー
プ
に
先
駆

け
、「
電
子
記
録
債
権
」を
用
い
た
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
向
け
た
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
企
業
が
持
つ
手
形
や
売
掛
金
と
い
っ
た
優
良
債
権

を
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
、
こ
れ
ら
電
子
債
権
の
決
済
手

段
の
提
供
や
買
取
を
通
じ
て
、
企
業
の
資
金
決
済
の
効
率
化
や

資
金
調
達
の
円
滑
化
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。ま

た
、
金
融
機
関
の
持
つ
貸
付
債
権
の
流

通
市
場
の
一
層
の
拡
大
に
も
資
す
る
も

の
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
本
年
六
月
に
は
、
電
子
債
権

記
録
機
関
の
設
立
準
備
を
進
め
る
た
め

の
準
備
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今

後
、
電
子
記
録
債
権
を
用
い
た
新
た
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
化
に
向
け
、
基

幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
進
め
、
関

係
当
局
の
許
認
可
等
を
前
提
に
、
平
成

二
十
一
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
を

目
標
に
、準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

設立準備会社
「日本電子債権機構設立調査株式会社」ロゴマーク
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  トピックス

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
は
、
関
係
当
局
の
認
可
を
前
提
と
し

て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
ア
ル
マ
テ
ィ
市
に
駐
在
員
事
務

所
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。

化
石
燃
料
や
鉱
物
な
ど
の
資
源
が
豊
富
な
中
央
ア
ジ
ア
は
、

近
年
、
日
系
企
業
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
地
域
で
す
。な
か

で
も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
は
、
ウ
ラ
ン
の
埋
蔵
量
が
世
界

第
二
位
で
あ
り
、
電
力
会
社
向
け
燃
料
の
開
発
な
ど
日
系
企
業

が
参
画
す
る
案
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

で
は
、
平
成
二
十
年
五
月

に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
開
発
銀

行
と
業
務
提
携
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
す
る
な
ど
、

同
国
と
の
関
係
を
強
化
し

て
き
ま
し
た
が
、今
後
、ア

ル
マ
テ
ィ
駐
在
員
事
務
所

を
設
立
す
る
こ
と
で
、
同

国
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
に

お
け
る
情
報
収
集
力
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

財
務
的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
特
に
、
社
会
的
存
在
と

し
て
の
企
業
の
在
り
方
を
評
価
し
て
投
資
す
る
S
R
I
（
社
会

的
責
任
投
資
）。三
菱
U
F
J
投
信
で
は
、
S
R
I
商
品
の
開
発

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
日
本
を
含
む
世
界
の
企
業
の
な
か
か
ら
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
連
す
る
企
業
に
投
資
す
る
投
資
信
託
（
平
成
二
十
年
三
月

提
供
開
始
）
や
、
環
境
問
題
の
改
善
・
解
決
を
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

と
し
て
と
ら
え
収
益
拡
大
お
よ
び
競
争
力
向
上
に
努
め
る
企

業
に
投
資
す
る
投
資
信
託
（
同
年
六
月
提
供
開
始
）
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

三
菱 

U
F
J
投
信
で
は
、
今
後
も
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
の
動
向
を
反
映
し
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ア
ル
マ
テ
ィ
駐
在
員
事
務
所
設
立
予
定

三
菱
U
F
J
投
信
、

環
境
重
視
の
投
資
信
託
を
充
実

緑の多いアルマティ市。市内からは雪を頂いた山々が望める



社
会
と
と
も
に

M
U
F
G
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア

チ
ー
ブ
メ
ン
ト
日
本
、
東
京
都
教
育

委
員
会
と
の
協
働
に
よ
り
、「
ジ
ョ

ブ
シ
ャ
ド
ウ
」
を
、
昨
年
に
続
き
今

年
も
実
施
し
ま
し
た
。「
ジ
ョ
ブ

シ
ャ
ド
ウ
」
と
は
、
世
界
最
大
の
経

済
教
育
N
P
O
団
体
「
ジ
ュ
ニ
ア
・

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
」
が
米
国
を
中
心

に
行
っ
て
き
た
中
学
生
・
高
校
生

向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

子

ど
も
が
、
仕
事
を
し
て
い
る
人
に

「
影
」
の
よ
う
に
密
着
し
て
行
動
し
、

仕
事
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
体
験

す
る
も
の
で
、
将
来
の
進
路
選
択
や

職
業
選
択
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
東
京

都
教
育
委
員
会
が

公
募
し
た
都
立
高

校
生
総
勢
百
十
名

が
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

グ
ル
ー
プ
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
、
三
菱
U
F
J
ニ
コ

ス
、
三
菱
U
F
J
リ
ー
ス
の
各
本
部

で
、 

従
業
員
の
電
話
応
対
や
文
書

6

就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
」を
実
施



M
U
F
G
で
は
、
児
童
擁
護
施
設

や
母
子
生
活
支
援
施
設
の
子
ど
も

た
ち
を
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

招
待
す
る
「
M
U
F
G
体
験
教
室
」

を
、
旧
M
T
F
G
時
代
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
五
月
に
は
、
愛
知
県

犬
山
市
で
開
催
さ
れ
、
中
部
地
区
の

約
五
十
名
の
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
た
ち
が
、
M
U
F
G
グ
ル
ー
プ
の

従
業
員
か
ら
成
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
ク
ッ
キ
ー
の

手
づ
く
り
体
験
や
、
動
物
園
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
数
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
成
の
様
子
を
見
学
し
た
ほ
か
、
会

議
へ
の
出
席
も
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
判
断

す
る
こ
と
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ

た
」「
進
路
を
考
え
る
う
え
で
勉
強

に
な
っ
た
」
な
ど
多
く
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

7

「
M
U
F
G
体
験
教
室
」を
中
部
地
区
で
開
催

  社会とともに
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MUFGレポート 株主アンケート結果のご報告

優待制度導入、優待サービスの内容に対して

• 株主優待制度を開始したことは評価している

• 金利優遇や手数料割引の優遇条件をもっと改善してほしい

• 「小物入れ」ではなく、食品や金券類、消耗品が望ましい

今後ご希望される優待サービスの内容

• オリジナルグッズの内容の充実（種類を増やすなど）

• 大口保有株主にはさらに優遇してほしい

• 銀行や信託銀行等と取引がなくても利用できるサービスの充実 など

ご回答いただいた株主の皆さま／回答者数：15,394名（回答率3.7％）
 男性：67％、女性：33％ 

三菱UFJ信託銀行証券代行部
株主の皆さまの身近な窓口である
三菱UFJ信託銀行証券代行部の概要をご紹介します。

株
主
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
報
告

「
株
主
の
皆
さ
ま
へ 

第
三
期
第
3
四
半
期
」（
平
成
二
十
年
三
月
発
行
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、特
に
多
く
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

三菱 UFJ 中央三井 住友 みずほ 東証代だいこう日証代

証券代行受託実績（平成20年3月末現在）

（社）

三菱UFJ信託銀行証券代行部に関するアンケートはがきを同封しております。

大変お手数ではございますが、ご回答をご記入のうえ、ご返送くださいますよ

うお願い申し上げます。

皆さまから頂戴した主なご意見

ビジネスセミナー無料招待 36.8%29.0%34.2%

オリジナル小物入れ贈呈 24.2%23.4%52.4%

遺言信託取扱手数料割引 41.6%33.6%24.8%

株式等売買委託手数料割引 29.7%32.4%37.9%

外貨預金の為替手数料割引 33.0%34.2%32.8%

個々の優待サービスに対するご評価 どちらでもない評価できない評価できる

定期預金の金利優遇 17.4%34.2%48.4%

株主優待制度の導入に対するご意見

評価している

42.1%

評価しているが
内容に魅力がない

42.6%

評価できない

10.2%

どれでもない・関心がない

5.1%

証券代行業務とは、株式の名義書換、株主名簿および実質株主名簿の作成、株主総

会関係書類の封入・発送など、株式に関する複雑な事務手続きを、信託銀行が会社法

上の株主名簿管理人として、発行会社に代わって行う業務です。

三菱UFJ信託銀行は、この分野で受託会社数約3,500社（うち上場会社約1,600社）と、

業界トップのシェアです。

また、豊富な経験と実績に基づき、株式実務に関するコンサルティングを行ってい

るほか、敵対的買収防衛コンサルティング、実質株主判明調査、株主さま向けコミュ

ニケーション（SR）戦略策定支援など、企業のお客さまの課題解決をお手伝いしてい

ます。

信託協会公表ベース

平成21年1月に提供を開始する次回の優待サービス内容につきましては、皆さまからいただい

たご意見も参考に、現在検討を進めています。 決定しましたら、 当社ホームページでご案内

するほか、対象株主さまには、12月中をめどに株主優待制度関係書類をお送りする予定です。 

名義書換手続き時の株券チェック作業

議決権行使書集計作業
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